








事業名 主な事業内容 事業期間 予算 補助金上限額
（補助率）※2

燃料デブリの性状把握・
分析技術の開発

(1)燃料デブリ性状の推定
(2)模擬デブリを活用した特性評価
(3)燃料デブリ等の分析要素技術の開発 等

2017年4月1日から
2019年3月31日まで 平成28年度補正 6.5億円（定額）

原子炉格納容器
内部詳細調査技術の開発

(1)調査計画・開発計画の策定
(2)アクセス・調査装置及び要素技術の開発  
(3)研究開発の運営

2018年4月１日から
2019年3月31日まで 平成28年度補正 34億円（定額）

燃料デブリ・炉内構造物の
取り出し工法・システムの高度化

(1)閉じ込め機能に関する技術開発
(2)燃料デブリ由来のダストの捕集・除去に関する技術開発
(3)燃料デブリ取り出しに伴うα核種モニタリングシステムの検討
(4)工法・システムの安全確保に関する最適化検討 等

2017年4月３日から
2019年3月31日まで 平成28年度補正 20億円（定額）

燃料デブリ・炉内構造物の
取り出し基盤技術の高度化

(1)燃料デブリの拡散防止に係る技術開発
(2)取り出し装置開発のための要素技術開発
(3)燃料デブリ取り出し装置の遠隔保守技術の開発
(4)燃料デブリ取り出し時の監視技術の開発 等

2017年4月３日から
2019年3月31日まで 平成28年度補正 35億円（定額）

燃料デブリ・炉内構造物の
取り出しに向けた
サンプリング技術の開発

(1)燃料デブリの採取、サンプリングシナリオの検討及び策定
(2)原子炉格納容器内燃料デブリサンプリングシステム
及び装置の設計・試作

(3)原子炉圧力容器内燃料デブリサンプリングシステムの概念検討

2018年4月1日から
2019年3月31日まで 平成28年度補正 15億円（定額）

燃料デブリ・炉内構造物取り出しの基盤技
術開発事業
（小型中性子検出器の開発）

(1)福島第一原子力発電所における燃料デブリ取り出し等に適
用可能な中性子検出技術の特定及びその実現可能性調査

(2)中性子検出器の開発

2017年4月24日から
2018年9月28日まで 平成28年度補正 20億円（定額）

燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発 

(1)輸送・貯蔵に係る調査及び研究計画立案
(2)燃料デブリ収納缶の移送・保管に係る安全要件仕様
及びシステム検討

(3)安全評価手法の開発及び安全性検証
(4)燃料デブリの収納形式の検討 等

2018年4月1日から
2019年3月31日まで 平成28年度補正 ６億円

（1/2以下）

固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発
(1)性状把握
(2)処分前管理に関わる検討
(3)固体廃棄物の特徴に適した処分概念及び安全評価手法の検討
(4)研究開発成果の統合 等

2017年4月1日から
2019年3月31日まで 平成28年度補正 20億円（定額）

原子炉圧力容器内部調査技術の開発
(1)調査計画・開発計画の策定
(2)工法計画の立案
(3)調査用付帯システムの検討
(4)アクセス装置・調査装置の開発

2018年4月1日から
2020年3月31日まで 平成29年度補正 13億円

（1/2以下）

燃料デブリ・炉内構造物の取り出し工法・
システムの高度化
（臨界管理方法の確立に関する技術開発）

(1)未臨界度測定・臨界近接監視のための技術開発
(2)再臨界を検知する技術開発
(3)臨界防止技術の開発
(4)工法・システムの安全確保に関する最適化検討（臨界管理関連）

2018年4月1日から
2019年3月31日まで 平成29年度補正 2.5億円

（1/2以下）

原子炉格納容器内水循環システム構築技
術の開発

(1)PCV 内水循環システムの高度化のための技術仕様の整理、
作業計画の検討及び開発計画の立案

(2)PCV 内アクセス・接続等の要素技術の開発・検証

2018年4月1日から
2020年3月31日まで 平成29年度補正 ５億円

（1/2以下）

原子炉格納容器内水循環システム構築技
術の開発(実規模試験)

(1)補助事業「原子炉格納容器内水循環システム構築技術の開
発」で開発するPCV アクセス・接続技術等の実規模スケール
での検証

2018年4月1日から
2020年3月31日まで 平成29年度補正 10億円（定額）

原子炉格納容器内部詳細調査技術の開発
（堆積物対策を前提とした
内部詳細調査技術の現場実証）

(1)調査計画・開発計画の策定
(2)アクセス・調査装置及び調査技術の現場実証

2018年4月27日から
2020年3月31日まで 平成29年度補正 26億円（定額）

原子炉格納容器内部詳細調査技術の開発
（X-6ペネを用いた内部詳細調査技術の
現場実証）

(1)調査計画・開発計画の策定
(2)アクセス・調査装置及び調査技術の現場実証

2018年4月27日から
2020年3月31日まで 平成29年度補正 40億円（定額）

固体廃棄物の処理・処分に関する研究開
発(先行的処理手法及び分析手法に関す
る研究開発）

(1)実績のある処理技術の固体廃棄物処理への適用性に
係る見通しの評価

(2)固体廃棄物の保管・管理関連技術の開発

2018年4月1日から
2019年3月31日まで 平成29年度補正 9億円（定額）

※１ IRID「事業計画書」に記載されている事業　　※２ 補助金上限額および補助率は、公募要領に記載の数値 　














